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　アラク遺跡は、静岡県東部の御殿場市に所在します。霊峰富士山の東麓に位置して

おり、さらに南東には愛鷹山を見渡すことができます。

　当埋蔵文化財センターでは、新東名高速道路の建設に伴い御殿場市以北の道路建設

予定地内で、平成 24年度から埋蔵文化財の試掘確認調査を実施し、遺跡の有無を調

査してまいりました。

　御殿場市茱萸沢地内では、これまで大規模な開発がなされておらず、遺跡の存在は

知られていませんでした。しかしこの試掘確認調査により、これまでにも立道遺跡が

見つかり、さらにアラク遺跡の存在も確認することができました。

　今回の調査でも、近世江戸時代に噴火した宝永山（宝永４年：1707 年）の火山灰が

堆積している土の科学的な分析を実施し、その知見を本報告書に成果として掲載しま

した。こうした分析の積み重ねが、歴史上、富士山と人々の生活がどのように結びつ

いていたかを解明する資料として活用できれば幸いです。

　調査では、農耕に関連する遺構が数多く見つかり、宝永の噴火以前に茱萸沢地内が

どのような土地利用をされていたか、その一端を明らかにすることができたと考えま

す。

　本書が、研究者のみならず、県民の皆様に広く活用され、地域の歴史を理解する一

助となることを願います。

　最後になりましたが、本発掘調査にあたり、中日本高速道路株式会社東京支社沼津

工事事務所ほか、各関係機関の御援助、御理解をいただきました。この場を借りて厚

く御礼申し上げます。

　　2016 年３月

静岡県埋蔵文化財センター所長　　

赤　石　達　彦　　



例　　言

１　本書は静岡県御殿場市茱萸沢字アラク 901 番地に所在するアラク遺跡の平成 26年度本調査と、新

東名№５地点の平成 25年度試掘確認調査の発掘調査報告書である。

２　調査は新東名建設事業に伴う埋蔵文化財発掘調査業務として、中日本高速道路株式会社東京支社沼

津工事事務所の委託を受け、静岡県教育委員会文化財保護課の指導のもと、静岡県埋蔵文化財センタ

ーが実施した。

３　新東名№５地点の試掘確認調査とアラク遺跡の本調査及び資料整理の期間は以下のとおりである。

試掘・確認調査　平成 25年７月～平成 26年２月　調査対象面積 3,300 ㎡　実掘面積 727.56 ㎡

本調査　　平成 26年６月～９月　調査対象面積 720 ㎡

資料整理　平成 27年８月～平成 28年３月　※資料整理には、報告書刊行作業期間を含む。

４　調査体制は以下のとおりである。

　平成 25年度

所長　勝田順也　　次長兼総務課長　南谷高久　　調査課長　中鉢賢治　

主幹兼事業係長　　前田雅人　　主幹兼総務係長　大坪淳子

総務課事業係　青木　修・橋野大輔

主幹兼調査第一係長　及川　司　 第二係長　溝口彰啓　 主査　岩本 貴　 主任　木崎道昭

　平成 26年度

所長　赤石達彦　次長兼総務課長　長谷川明子　調査課長　中鉢賢治　

主幹兼事業係長　杉山智彦　　主幹兼総務係長　大坪淳子

総務課事業係　　青木　修　　総務課総務係　橋野大輔

主幹兼調査係長　及川　司　　調査係主幹　溝口彰啓　　主任　木崎道昭

　平成 27年度

所長　赤石達彦　次長兼総務課長　田中雅代　調査課長　中鉢賢治　

主幹兼事業係長　杉山智彦　　主幹兼総務係長　大坪淳子

総務課事業係　　青木　修　　総務課総務係　河井義治

主幹兼調査係長　富樫孝志　　調査係主幹　中川律子

５　本書の執筆は、中川律子、パリノ・サーヴェイ株式会社が行った。分担は下記のとおりである。

　　第１～４章　中川律子　　第５章　パリノ・サーヴェイ株式会社

６　本書の編集は静岡県埋蔵文化財センターが行った。

７　委託業務については下記の期間に委託して実施した。

　　掘削業務委託　セリザワ建設株式会社（試掘確認調査）

大橋工業株式会社（本調査）

　　測量業務委託　国際文化財株式会社（試掘確認調査・本調査）　

整理作業・保存処理業務委託　株式会社パソナ

テフラ分析調査業務委託　パリノ・サーヴェイ株式会社

８　発掘調査では以下の方々・機関に御指導、御助言を賜った。厚く御礼申し上げる。

足立順司　砂田佳弘

９　発掘調査の資料は、すべて静岡県埋蔵文化財センターが保管している。



凡　　例

本書の記載については、以下の基準に従い統一を図った。

１　本書で用いた遺構・遺物などの位置を表す座標は、すべて平面直角座標第Ⅷ系を用いた国土座標、

日本測地系（改正前）を基準とした。

２　アラク遺跡調査区の方眼設定は、上記の国土座標を基準に設定した。

№５地点（Ｘ＝ -76490，Ｙ＝ 38030）＝（０，Ａ）

３　遺構図、遺物実測図の縮尺は、遺構 1/50、土器 1/3、石器 1/2 を原則とし、それぞれにスケール

を付した。出土遺物は通し番号（＝遺物番号）を付して取り上げた。報告書中の挿図番号とは同一でない。

４　色彩に関する用語・記号は、新版『標準土色帳』（農林水産省技術会議事務局監修 1992）を使用した。

５　基準土層名は第２章第２節の基本土層柱状図（第５図）に表示した名称（ローマ数字を使用）を用

いる。なお、試掘確認調査のテストピットの土層はテストピットごとに算用数字で表記した。遺構覆土

の土層は遺構ごとに、１、２、３・・・で番号を付した。

６　第１章第３節の周辺遺跡地図（第２図）は国土地理院発行１：50,000 地形図「御殿場」、１：

25,000 地形図「御殿場」を複写し加工・加筆した。

７　出土遺物の番号は 23 ページ第 18 図に掲載したものは 18 －○、24 ページ第 19 図に掲載したもの

は 19－○と表記した。写真図版もこれと同様の番号を付した。本文中の記載も同じ表記である。
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第１節　調査に至る経緯

  
アラク遺跡

御殿場市

アラク遺跡
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第１章　調査に至る経緯と遺跡の環境

第１節　調査に至る経緯

　新東名高速道路は、神奈川県海老名市から静岡県を経由し、愛知県豊田市に続く高速道路である。

1993 年から長泉沼津インターチェンジ（以下、IC）と豊田ジャンクション（以下、JCT と略）の間と、

1998 年からは御殿場 JCT 長泉 IC の間で、それぞれ工事がスタートし、2012 年４月 14 日に御殿場 JCT

と浜松いなさ JCT 間が開通する運びとなった。御殿場 JCT 以東については、1988 年に秦野 ICまでの区

間の整備計画が策定され、2006 年から工事が再開された。

これらを受けて、御殿場 JCT より東側の御殿場市、駿東郡小山町地区の埋蔵文化財の取り扱いが課題

となった。2007 年（平成 19）年７月 26日付けで、中日本高速道路株式会社東京支社沼津工事事務所（以

下、中日本高速沼津工事事務所）から静岡県教育委員会（以下、県教委）へ埋蔵文化財包蔵地等に関す

る照会がなされた。これに対して県教委は、御殿場市教育委員会と小山町教育委員会に埋蔵文化財の所

在の有無について照会を行い、その結果により御殿場市域に７箇所、小山町域に２箇所の調査箇所を選

定した。

　これを受け、2012（平成 24）年９月 27日付けで、中日本高速沼津工事事務所と県教委の間で「新東

名建設事業に伴う埋蔵文化財発掘調査に関する協定書」が締結され、静岡県埋蔵文化財センター（以下、

県埋文センター）が発掘調査等の業務を行うことを取り決めた。協議の上、県埋文センターは調査に係

第１図　アラク遺跡位置図
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第１章　調査に至る経緯と遺跡の環境

る準備を進め、平成 24年度には御殿場市の№１地点（神山）及び№３地点（杉名沢）の試掘・確認調

査を開始し、平成 25年度には御殿場市の№４地点と№５地点（ともに茱萸沢）の調査を行った。その

結果、№５地点では５箇所の試掘坑のうち２箇所より遺構・遺物が発見されたことから、記録保存のた

めの本発掘調査（以下、本調査）の実施を決定した。本調査は県教委と中日本高速沼津工事事務所の協

議により、平成 26年度に静岡県埋蔵文化財センターが本発掘調査を受託して実施することとした。本

調査の開始は平成 26年６月から№５地点に着手した。本調査にあたり遺跡の名称を御殿場市教育委員

会と協議の結果、茱萸沢地区で発見した遺跡については、新たに包蔵地登録され、小字名をとって「ア

ラク遺跡」と命名した。

第２節　地理的環境

　アラク遺跡は富士山東麓の御殿場市茱萸沢字アラク 901番地に所在する。遺跡は標高 495ｍの東に緩

やかに下る斜面の西端部に立地する。現在は JR 御殿場駅より北西へ約 1.8km、国道 246 号線バイパス

のぐみ沢交差点の西北西からは約 800 ｍに位置する。遺跡の立地する地域は、約 2,900 年前に発生し

た御殿場岩屑なだれによる堆積物と、それに後続する第四紀古富士泥流層の扇状地堆積物（御殿場泥流

層）に覆われており、それが遺跡の基盤層を形成している。発掘調査前の当地の用途は水田であった。

　富士山は形成過程から近世の間に幾度にもわたる噴火があり、周辺には数多くの自然災害をもたらし

てきた。平安時代から近世にかけて起こった噴火のうち、800（延暦 19）年、864（貞観６）年の２度

の大噴火と数多い小規模噴火、18世紀初頭の 1707（宝永４）年の宝永噴火は、当地において歴史上重

要である。1707 年には太平洋側に最大級の被害をもたらした宝永地震（噴火の 49日前）が起きており、

現在の静岡県でも広域に渡って多くの被害が出たと言われている。宝永噴火との関連が極めて高いであ

ろう。さらに戦国期にも 1511 年、1560 年の小噴火が起こったとされる。

　なお、御殿場市の表層地質等については当センターの『御殿場市神山・駒門の遺跡群』（2014）に詳

細な記載があるため、参考にされたい。

第３節　歴史的環境

　アラク遺跡周辺には弥生時代から近世・近代までの遺跡が存在する。ただ、遺跡の周辺域では近年に

大規模な開発事例がなく、それに伴う遺跡の発掘調査も数少ない。また土器等の散布が認められただけ

の埋蔵文化財包蔵地もあり、未だ未周知の遺跡が存在する可能性を予測される地域である。そのような

なか、平成 24年度より当地に新東名建設工事が行われるにあたり、試掘・確認調査をした結果、新た

に埋蔵文化財包蔵地が見つかり、本発掘調査が行われている。アラク遺跡もそのひとつである。

　アラク遺跡（１）の西隣には中尾遺跡（３）、200 ｍほど北東には内新田遺跡（４）、400 ｍほど南に

は立道遺跡（２：新東名№４地点を含む）などが比較的近い距離に存在する。中尾遺跡は埋蔵文化財包

蔵地上では散布地とされており、過去、大正時代に土器が採集されているが調査はされていない。土器

は土師器の坏と甕が出土している（御殿場市 1982）。遺跡の年代は６世紀後半から７世紀のものと思わ

れ、古墳時代とされているが、土器の年代は幅広い時期のものが含まれているようである。一方、内新

田遺跡については奈良・平安時代の土器が採集されているが、発掘調査されたことはなく、遺跡の性格

など詳細はわかっていない。立道遺跡は新東名建設に伴う試掘・確認調査で県埋文センターにより発見
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第３節　歴史的環境

された遺跡である（新東名№４地点）。平成 25 年７～８月に試掘・確認調査が行われ、土坑と溝状遺

構を検出した。その結果を受けて平成 26年１～３月に延べ 342 ㎡の本調査を実施した。本調査の結果、

大型の円形土坑２基と長方形状の土坑５基、溝状遺構３基を検出した。細長い長方形状の土坑は本遺跡

の SF01 ～ SF31 と類似しており、同じ性格の遺構と関連付けられる。立道遺跡については平成 26年度

に発掘調査報告書が刊行されている。

　アラク遺跡の南西 1.3km には馬見塚遺跡（７）が存在する。『御殿場市史（別巻１）』によれば、弥生

時代の台付甕の脚部が発見されたとあるが、遺物の所在は不明である。その後、1991 年に御殿場市教

育委員会による確認調査が広範囲に行われた（御殿場市教委 1991）。その結果、数多くの土坑や石組遺

構が検出されている。ただし石組遺構はその後、近代以降のものと判断されている。石組遺構以外の遺

構は宝永火山灰より下部で検出されており、17 世紀以前の遺構である。立道遺跡（２）や今回報告す

るアラク遺跡（１）と類似した結果となっており注目される。

　遺跡の北西側には、現御殿場西高校敷地内に所在する下込野内遺跡（５）がある。御殿場西高校造成

中に土師器の台付甕が出土した（御殿場市 1982）。下込野内遺跡よりさらに北西側の地点には下原遺跡

（６）が存在する。竪穴住居らしき落ち込みや炉の跡らしき炭が多量に見つかったということが御殿場

市史の記載にみえる。市史には口縁部の土器片が掲載されている。

　遺跡の南方には空白地帯があり、さらに南の黄瀬川沿いには寺の上遺跡（11）、杉名沢道遺跡（12）、

竃古墳（13）があり、富士の裾野側には堀田遺跡（8）、俎遺跡（9）、北原遺跡（10）が分布している。

寺の上遺跡（11）は古墳時代の集落遺跡、俎遺跡（9）も土地所有者による裏山の造成時に土師器の壷

や甕を発見している。杉名沢道遺跡（12）は昭和 40年、工場建設の造成中に大量の土師器が発見された。

竃古墳（13）は円墳で保存状態は良好のようであるが未調査で詳細は不明である。堀田遺跡（8）は弥

生土器が地下 1.5 ｍ付近から発見されている。北原遺跡（10）は大正末ごろ畑より錫杖頭と硯と人骨が

見つかった。錫杖頭は鎌倉時代のものと言われる。

　遺跡より東側の平地部には萩原経塚（36）がある。経塚は遺構・遺物ともに現存していないが 1884（明

治 17）年に塚を発掘したときの記録（1891( 明治 24) 年）が存在し、その時の内容を知ることができる（御

殿場市 1982）。「経塚原六角堂」の畑中に塚があり、そこから「石財数拾個」とともに「黄金之筒（青

銅製経筒）１個が発見された。筒には４行の銘文があり、「十羅刹女／奉納大乗妙典六十六部／三十番

神／享禄三午令日吉日」とあった（御殿場市 1982）。これは享禄３（1530）年に製作された六十六部廻

国経筒（足立 1997）である。

　同じ萩原地区には御殿場小学校遺跡（29）や二枚橋古墳（30）がある。御殿場小学校遺跡（29）では、

昭和41年にプールの改修工事の際、南側を流れる鮎沢川より古銭が多量に見つかっている。古銭は鎌倉・

室町時代のものとされている（御殿場市 1982）。二枚橋古墳（30）は御殿場小学校校地内に所在する前

方後円墳との記載が諸文献に見られる。しかし市内の古墳と呼ばれるもののなかには御殿場泥流によっ

て形成された泥流丘か、宝永の噴火による噴火灰を寄せ集めた砂山などの可能性も指摘されている。い

ずれも未発掘のため古墳との識別が難しい。

　さらに北東部の北久原から塚原地区には角左衛門屋敷遺跡（32）、ミイナ畑遺跡（33）、山郷神社遺跡

（33）、一本木遺跡（34）、山尾田遺跡（35）が分布している。ミイナ畑遺跡（33）と角左衛門屋敷遺跡（32）

からは畑を田にする工事中に弥生土器が出土している。ミイナ畑遺跡より出土した木葉痕のある土器の

底部には籾痕がある。一本木遺跡（34）は古墳時代の土師器・須恵器片が黒褐色土層中より出ている。

山郷神社遺跡（33）は奈良・平安時代の土器片が見つかっている。山尾田遺跡（35）は弥生時代の遺跡

とされる。いずれも調査は行われておらず、詳細は不明である。

　JR 御殿場駅周辺の市街地では複数の埋蔵文化財包蔵地が存在する。特に JR 御殿場駅の南側約１km
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№ 遺跡名 時代

1 アラク遺跡 近世～近代

2 立道遺跡 近世～近代

3 中尾遺跡 古墳

4 内新田遺跡 奈良・平安

5 下込野内遺跡 古墳

6 下原遺跡 弥生

7 馬見塚遺跡 古墳

8 堀田遺跡 弥生

9 俎遺跡 古墳

10 北原遺跡 鎌倉

11 寺の上遺跡 古墳

12 杉名沢遺跡 奈良・平安

13 竈古墳 古墳

14 浄本田遺跡 古墳

15 大沢原古墳群・大沢原十字路遺跡 古墳・奈良

16 大沢原遺跡 奈良

17 堀上遺跡 中世

18 大塚越遺跡 奈良・平安

19 ヒガキ田遺跡 奈良・平安

№ 遺跡名 時代

20 永原追分Ｂ遺跡 奈良・平安

21 永原追分Ａ遺跡 奈良・平安

22 永原追分Ｃ遺跡 奈良・平安

23 稲谷遺跡 古墳

24 日垣田遺跡 奈良・平安

25 長瀞遺跡 奈良・平安

26 松ノ木田遺跡 奈良・平安

27 中田遺跡 古墳

28 禰宜地遺跡 奈良・平安

29 御殿場小学校遺跡 中世

30 二枚橋古墳 古墳

31 角左衛門屋敷遺跡 弥生

32 ミイナ遺跡 弥生

33 山郷神社遺跡 弥生

34 一本木遺跡 弥生

35 山尾田遺跡 弥生

36 萩原経塚 室町

37 大沢原南遺跡 古墳

38 （川島田）稲谷遺跡 中世

の範囲には、古墳時代から奈良・平安時代の遺跡が集中している。平成 21年に本発掘調査された中田

遺跡（27）と松ノ木田遺跡（26）では、古墳時代から奈良・平安時代の竪穴住居跡や掘立柱建物跡が

複数検出された。出土遺物は土師器・須恵器等が出土している。また永原追分Ａ～Ｃ遺跡（20・21・

22）は平安時代の大規模な集落跡と考えられており、複数の墨書土器や緑釉陶器が出土している (勝俣

2005)。稲谷遺跡（23）では古墳時代の土師器甕、ヒガキ田遺跡（19）では緑泥片岩製有孔石製品、長

瀞遺跡（25）では須恵器や土師器などが出土している。ただし箱根側にあたる東側では空白地帯があり、

未だ遺跡の存在が確認されていない。この原因は現東名の御殿場インターチェンジ一帯は、かつて大沼

と呼ばれている低湿地帯であったようで、地質的な要因で遺跡が存在しない可能性もある。こうした事

実により、御殿場市街地周辺では古墳時代以降に人の手による開発が増加し、奈良・平安時代へ継続し

ていった地域であることが読み取れる。古代においては当地域が中心的な場所であったことは遺跡の密

度からも伺える。

第１表　周辺遺跡地名表
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第２図　周辺遺跡分布図
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第２章　調査の概要

第１節　調査の方法と経過

１　試掘・確認調査

　試掘・確認調査は、平成 25 年 10 月７日から開始した。調査対象面積は 3,300 ㎡である。対象地周

辺では遺跡の調査例が少なく、未周知の遺跡が存在する可能性があったことから、調査対象地内に５ｍ

四方の試掘調査坑（テストピット）５箇所を約 20ｍ間隔で設定した（第３図）。なお調査坑の番号は、

他地点からの通し番号であるため、№５地点はテストピット（以下、TP）12 ～ 16 までの番号を付した。

地表面からは重機（バックホウ）を使用して耕作土等の表土を除去した後、さらにその内側に３ｍ四方

の試掘調査坑を設け、人力による掘削を行った（写真１）。掘削は遺構・遺物の状況を見るため、遺構・

遺物の有無に関係なく慎重に掘り進め、調査箇所及び土層図の作成と、写真撮影を行い、遺構が確認さ

れた試掘坑については平面概略図を作成し、本発掘調査に備えた。10月31日にすべての調査を完了した。

　調査の結果、当該地点は富士山からのびる緩やかな緩斜面の一部であることが確認できた。ただし、

対象地南北には現地表面の観察から谷地形や水路が確認でき、緩斜面地に樹枝状に谷地形が入り組んで

いることが推定できる。TP14 と TP16 より溝状の遺構が５基検出された。遺物は包含層より土師器や陶

磁器などの土器が出土した。その他のテストピットからは遺構・遺物は発見されなかった。

　遺構はいずれも溝状遺構であるが、SD01・03・04 と SK01・02 の二つに大別することができる。前者

の溝 SD01・03・04 は幅約 70cm、深さ約 50cm で断面が箱型を呈し、壁面がほぼ直立して立ち上がる溝

であり、TP14 と TP16 で確認されている。試掘坑の調査のため、詳細は不明であるが、この二つの試掘

坑の溝は形態が類似しており、ほぼ同一線上に方向を同じくして延びることから、一連の溝である可能

性が高いと判断される。溝覆土からは遺物は出土しておらず、この段階での明確な時期決定は困難であっ

たが、溝の形状から近世以降の排水溝ないしは暗渠であったと推測される。

　後者の溝SK01・02は、TP14で確認され、SD03・04の溝によって一部が削り取られている（第７図）。よっ

て、SD03・04 よりも時期的に古い遺構と判断される。最大幅約 1.1 ｍ、全長約４ｍ、深さが 60㎝程で

長楕円形の平面形態をもち、断面はＵ字形を呈する。SK01 と SK02 は同種の溝状遺構と考えられ、規模・

形状は類似し、ほぼ直交する位置関係にある。SK02 覆土上層から古墳時代以降と考えられる土師器片

が出土している。SK01 と SK02 は一体のものとすれば、その形状から古墳時代以前の墳墓の可能性も指

摘された。以上のことから、TP14 と TP16 及びその周辺には遺構・遺物の広がりが認められる可能性が

高いと判断された。この結果、TP14 と TP16 が含まれる範囲を本発掘調査対象とすることが決定した。

２　本調査

　本調査は、静岡県教育委員会の「静岡県埋蔵文化財発掘調査の作業標準・積算基準」に基づき、文化

財保護審議会刊行の『発掘調査の手びき』（文化財保護委 1966）及び文化庁文化財部記念物課監修の『発

掘調査のてびき』（文化庁 2010）を手引きとしながら、現地調査を実施した。

　平成 25年 10 月に行われた県埋文センターの試掘・確認調査では遺構・遺物が検出され、当地は新規

に埋蔵文化財包蔵地として登録された。試掘・確認調査では北側に長大な土坑、溝状遺構が発見され、

土師器や近世陶磁器が出土した。遺構が存在していると予想された北側寄りに今回の調査区を設定した。

調査区の所在する番地は御殿場市茱萸沢字アラク 901 番地である。本調査は平成 26 年６月 20 日より
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地表面から表土等の除去を開始した。掘削は重機（バックホウ）を用いて６月 26日まで行った。

　7月１日にグリッド杭を設置した。調査の基準となる座標杭（以下、グリッド杭）の設置は、国土座

標に基づき、遺跡近くの既知点４級基準点を使用し、４級水準点を設置し、その基準点をもとに調査区

内に国土座標に基づき、10× 10 ｍを単位としてグリッド杭 16本を設置した。

　7月１日からは包含層掘削も開始し、24 日まで実施した。包含層掘削・遺構検出・遺構掘削は発掘

作業員の人力にて実施し、包含層掘削は出土する遺物に留意しながら慎重に掘り下げた（写真２）。包

含層より出土した遺物については、グリッド別層位ごとに取り上げた。7月 28 日より遺構検出を始め、

30 日までに検出を終了した。遺構検出は、土色や土質の違い、遺物の有無などを基準に人力にて精査

した。

　７月 31日より遺構掘削を開始し、遺構検出で確認した遺構については土層帯を残し、遺物と土層に

留意しながら掘削した。遺構覆土より出土した遺物は遺構名を付けて計測し取り上げている。

　遺構の実測は、遺構掘削と並行しながらグリッド杭を基準とし、トータルステーション（以下、TS）

や手実測で実測した。図面は全体平面図と遺構平面図、遺構の土層断面図を作成した。また深掘りを行

い、その土層柱状図も作成して、遺構覆土の土壌サンプルを採取した。遺構図面作成作業は９月２日ま

で行った。

　遺跡の全体図については、空中写真測量（３区を除く）で実施し、対空標識は TSを用いて測量した。

調査区の全体写真については、ラジコンヘリコプターを用いた空中写真撮影（６× 4.5 リバーサル・白

黒フィルム）と、高所作業車を用いた大判カメラ（６×７リバーサル・白黒フィルム）による写真撮影

を併用した。９月２日に撮影前の清掃を行い、翌３日に空中写真撮影と測量、セクションポイントの測

量を行った。

　遺構の写真撮影は、中判カメラ（６×７白黒フィルム）、小判カメラ（35㎜リバーサルフィルム）を

中心に撮影し、補助的に小判カメラ（35㎜カラーネガフィルム）で撮影した。また、公開普及用として、

デジタルカメラにて一部の遺構について撮影した。

第３図　試掘確認調査テストピットおよび本調査区配置図
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　基礎整理作業は、現地調査の中で実施した。出土した遺物の洗

浄・注記、台帳作成作業および記録類（実測図、写真）の台帳作

成を実施した。

　現地調査は、空中写真撮影終了後、重機による埋め戻し作業を

行い、９月５日に調査に伴うすべての作業を終了した。調査終了

後は現地施設の撤収をした。なお、今回の本調査遺構面は１面の

みで、実掘表面積は 727.56 ㎡であった。

　なお、発掘調査期間中の６月 30 日に NEXCO 中日本高速道路株

式会社東京支社沼津工事事務所主催の「新東名高速道路　建設予

定地の遺跡で体験学習～小学生が埋蔵文化財の発掘にチャレンジ

～」が開催され、地元の御殿場市立玉穂小学校６年生児童 70 名

が招かれた。当日は遺跡の発掘体験や火おこし、黒曜石の試し切り等の体験学習が行なわれた（写真４）。

３　資料調査・報告書刊行作業

　資料整理及び報告書刊行作業は、静岡県教育委員会の「静岡県埋蔵文化財発掘調査の作業標準・積算

基準」に基づき、文化財保護委員会刊行の『発掘調査の手引き』（文化財保護委 1966）及び文化庁文化

財部記念物課監修の『発掘調査のてびき』（文化庁 2010）を手引きとしながら実施した。

　平成 27年度の８月 24日から資料整理の業務を開始し、３月 31日まで実施した。資料整理は前半に

基礎整理作業と、出土品本整理作業の分類・仕分け、土器の接合・補強、出土品の実測、写真撮影、ト

レース、観察表の作成を実施した。またこれと並行して記録類本整理作業全般を行った。後半には報告

第４図　グリッド配置図　

写真１　掘削作業状況１　 写真２　掘削作業状況２　

写真３　整理作業状況 写真４　小学生調査体験実習
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書を刊行するための編集作業を行い、合わせて記録類及び出土品の収納を行った。

　出土品の整理作業は、分類・仕分を行った上で、時期ごと・種別ごとに分類し、その中で接合・復原

が必要なものを抜き出し、接合・復原を行った後、実測・版組・トレース・観察表作成とともに、写真

撮影を行い、写真の版組を行った。記録類の整理作業は、遺構編集図の作成、版組・トレース作業を実

施し、一部の遺構については観察表を作成した（写真３）。なお、遺物の写真撮影については、個別遺

物については基本的に中判カメラ（６×７リバーサル・白黒フィルム）を用いて実施し、集合写真につ

いても中判カメラ（６×７リバーサル・白黒フィルム）を用いて撮影することとした。

　これらの作業と並行して、報告書の原稿執筆を行い、原稿と図面・写真が出来上がった段階で、報告

書刊行のための編集作業することとした。印刷製本は委託作業として実施し、業者決定後校正を行い、

３月には発掘調査報告書を刊行した。

第２節　土層

１　試掘・確認調査の土層

　試掘・確認調査は、県埋文センターが実施した。今回の調査で確認された試掘・確認調査の層序は第

６図に示した。基本層序は以下の通りである。

　１層は表土層である。耕作土に該当し、下層のスコリア層が混じる場合がある。２層黒色を呈する土

層である。スコリアを少量含む。今回検出された遺構の覆土に類似する。３層は橙色を呈する土層であ

る。ローム質でスコリアを少量含む。４層と対になる富士山からの噴出物（後半期）の堆積層と考えら

第５図　本調査土層柱状図　
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れる。４層は赤橙色を呈するスコリア層である。スコリアが純層に近い状態で堆積しており、３層と対

になる富士山からの噴出物（前半期）の堆積層と考えられる。５層は橙色土層。６層は赤橙色を呈する

スコリア層である。スコリアが純層に近い状態で堆積しており、地点により上層に赤橙色、下層に黒色

を呈するスコリア層が堆積する場合がある。７層は淡橙色を呈する土層である。ローム質でスコリアを

少量含む。８層淡灰色を呈する硬砂質層である。一般的にマサと呼ばれる土層で、富士山の山体崩壊に

伴う泥流等の堆積物と考えられる。これらの土層をもとに本調査に望んだ。

２　本調査の土層

今回の調査で確認された基本層序は、試掘確認調査の層序を基本として再設定した（第４図）。

　Ⅰ層は表土層である。現水田の耕作土である。灰色を呈する。他所から持ち込まれた客土の可能性も

ある。Ⅱ層とした褐色土層は水田の床土で硬化している。包含層の遺物はこの層から出土した。Ⅲ層は

橙色砂質土層で、調査区の北側では欠落する。この層の上面を遺構検出面とした。Ⅳ層は褐灰色スコリ

ア層。Ⅲ層が欠落する場合はこの層の上面を遺構検出面とした。以下、Ⅴ層は橙色土～砂質土、Ⅵ層は

褐灰色スコリア層、Ⅶ層は明黄褐色土層、Ⅷ層は灰黄褐色スコリア層、Ⅸ層は灰黄褐色土層と続く。な

お、Ⅲ～Ⅸ層からは遺構は検出されず、遺物も出土しなかった。

第６図　試掘確認調査土層図　
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第３章　調査の成果

第１節　遺構

１　遺構の概要

　アラク遺跡で検出した遺構は土坑、溝状遺構、小穴である。本調査では、土坑が 31基、溝状遺構３基、

小穴２基を検出した。土坑の多くは、隅丸長方形か、または長楕円形の平面形状を有する大型の土坑で

ある。遺物が出土した土坑は土師器と近世土器が混在して出土したものが多く、近世以降の遺構であろ

うと考えられる。遺物が出土しなかった土坑も覆土からみて近世以降のものであろう。溝状遺構と小穴

からは遺物は出土しなかったが、覆土からみて近世以降のものである。ただし、小穴は建物の柱穴かど

うかは不明である。以降、遺構ごとに解説をする。

２　小穴

　SP01（第８図）　B-3 グリッド、土坑 SF23 の南縁に接する位置で検出した。径 45㎝程度の円形を呈し、

第７図　全体図　
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量に含む黒褐色土で、しまりがあり粘性はない。建物の柱穴とはいえず、同じような小穴は周囲にない。

新しい年代の遺構であろう。

３　溝状遺構

　SD01（第９図）　C-1 グリッドに位置し、調査区の西壁面で検出した。土層断面上で見つかっている

ことから溝の方向や規模は不明である。覆土は灰黄褐色土で１～５㎜の黒色スコリアを少量含み、しま

りがあり、粘性はない。土坑 SF01 よりも後に掘り込まれている。

　SD02（第９図）　C-0 及び D-1 グリッドで検出した溝状遺構である。調査区の西端に位置し、ほぼ真っ

直ぐに延びる溝である。幅は 1.66 ｍ、全長は９ｍを超える。深さは 26㎝と浅く、レンズ状に堆積する

覆土は灰黄褐色土で１～５㎜の黒色スコリアを多量に含む。しまりがあり粘性はない。SD03 と南端で

接し、同じ方向性を持つ。遺物は出土していない。

　SD03（第９図）　B-0 及び C-0・1グリッドで検出した。調査区の西端に位置し、直線状に延びる溝で

ある。北端は SD02 と切り合っている。SD02 のほうが新しい時期の溝である。長さは 6.47 ｍ、幅は 0.8

ｍ、断面形状はレンズ状で浅い。覆土は灰黄褐色土で１～５㎜の黒色スコリアを多量に含む。しまりが

あり、粘性はない。遺物は出土していない。

４　土坑

　土坑の大半は隅丸長方形を呈する長大な土坑であり、平成 25年度に調査した№４地点の立道遺跡で

検出した土坑の一部と類似する。天地返しの土坑と考えられる。遺構の計測値は第２表にまとめた。

　SF01（第９図）　C-1 グリッドで検出した。調査区の西壁に掛かっており、遺構の全容は不明である。

上層で SD01 と切り合っている。褐灰色スコリア層を 50㎝程、掘り込んでいる。堆積土は３分割できる。

最も下層の４層は褐灰色土で１～５㎜の黒色スコリアを多量に含み、黄色スコリアを含む。２層に似る

が黄色スコリアの量が多い。３層は５㎜の黒色スコリアを含む褐灰色土、２層は４層とよく似た褐灰色

土である。いずれもしまりがあり粘性はない。

　SF02（第 10 図）　C-1 グリッドで SF01 と切り合って検出した。切り合い関係から SF01 よりも SF02

の方が古い時期のものであろう。調査区の西壁際であったことから遺構の全体形などは不明である。覆

土は１～５㎜の黒色スコリアを多量に含む黒褐色土で、しまりがある。

　SF03（第 10図）　C-1 グリッドで検出した。東西方向の SF05 や SF16 の南側に位置するが、方向性と

しては逆方向である。不定形な楕円形状を呈し、掘り込みはレンズ状で浅い。覆土は１～５㎜の黒色ス

コリアを多量に含み、１～５㎜の黄色スコリアを含む黒褐色土である。

深さは 30 ㎝ほどである。覆土は１～

５㎜の黒色スコリアと黄色スコリアを

多量に含む黒褐色土と黄褐色土との斑

土で、しまりがあり粘性はない。周囲

に関連する同様の遺構は見られず、建

物の柱穴とは考えにくい。極めて新し

い時代の遺構である可能性が高い。

　SP02（第８図）　C-2 グリッドで検

出した。土坑 SF09 の北側に位置する。

ほぼ円形の浅い小穴で、覆土は１～５

㎜の黒色スコリアと黄色スコリアを多

第８図　SP01・02 実測図　



-13-

第１節　遺構

第９図　SD01・02・03　SF01 実測図　
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　SF04（第 10 図）　B-1 グリッドで検出した。SF03 の南東側に位置する。周囲の SF06 や SF07 と同じ

方向性を持っている。形状は隅丸の長方形を呈し、断面形は浅いレンズ状である。覆土は１～５㎜の黒

色・黄色スコリアを多量に含む黒褐色土でしまりがある。遺物は出土していない。

第 10図　SF02・03・04・05・06・07 実測図　
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第 11図　SF08・09・10・11・12・13 実測図　
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　SF05（第 10図）　C-1 グリッドで検出した全長 3.86 ｍの土坑である。SF16 が西側、SF08 が東側に隣

接し、東西方向と同じ方向性を持つ。形状はやや歪な長楕円形で、逆台形状に掘り込まれている。覆土

は２層に分かれる。下層は１～５㎜の黒色・黄色スコリアを多量に含む褐灰色土と明黄褐色土との斑土

である。上層は１～５㎜の黒色・黄色スコリアを多量に含む黒褐色土で、礫が含まれていた。

　SF06（第10図）　C-1・2グリッドで検出した。北側にはSF08、南側にはSF04・07、東側にはSF10 がある。

いずれも同じ東西方向の土坑である。形状は長さ３ｍを超える長楕円形で、断面形は逆台形を呈する。

明らかに人為的に掘削された土坑である。覆土は８層に分層している。３層の青灰色スコリアは１㎜以

下のスコリアを含んでいる。今回、テフラ分析として試料を採取し分析を行った。その結果は第５章ア

ラク遺跡におけるテフラ分析として掲載している。３層内のスコリアは宝永スコリアの特徴と一致し、

土坑は宝永スコリアの噴出よりも後に構築された可能性が高い。

　SF07（第 10 図）　B・C-2 で検出した。調査区のほぼ中央に位置し、試掘・確認調査坑によって東側

が途切れている。試掘・確認調査の結果と合わせると SF11 とは繋がっており同一遺構であった可能性

が高い。北側には SF10 や SF06 があり、これらと同じ方向性を持つ土坑のひとつである。覆土は１～

５㎜の黒色スコリアを多量に含み、１～５㎜の黄色スコリアを含む黒褐色土である。

　SF08（第 11 図）　C-2 グリッドで検出した。北側の一部を南北方向の SF14 と接している。周辺には

SF05 や SF09、SF06・10 などがあり、一連の土坑と同じ性格を持つものであろう。形状は長楕円形、断

面形は逆台形で 62㎝の深さがある。覆土は５層に分層している。特に最上層の黒褐色土は覆土の大半

第 12図　SF14・15・16 実測図　
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る。隣接するSF08やSF09、SF06、SF07などと同じ東西方向の向きに並ぶ土坑である。形状は長楕円形で、

断面形は逆台形状に掘り込まれている。覆土は５層に分層している。最上層の黒褐色土中には礫が混じ

る。遺物は出土していない。

　SF11（第 11 図）　B-2 グリッドで検出した。試掘・確認調査坑の東側に接している。SF07 とは同一

の遺構であった可能性がある。SF12 とは切り合っており、SF11 のほうが新しい時代の遺構である。断

面形は逆台形で、覆土は１～５㎜の黒色スコリアを多量に含む黒褐色土である。

　SF12（第 11図）　B-2 グリッドで検出した土坑である。東西方向の SF11 とは直交するように切り合っ

ている。SF12 のほうが時期的に古い。方向性としては SF14 や SF28 のように南北方向の一連だが、そ

の数は少ない。断面形は逆台形状で、覆土は２層である。上層は１～５㎜の黒色・黄色スコリアを多量

に含む黒褐色土、下層は１～５㎜の黄色スコリアを多量に含み褐灰色土が混じる明黄褐色土である。遺

物は出土していない。

　SF13（第 11図）　C-2・3グリッドで検出した５ｍ程の土坑である。土坑の断面は長方形で 80㎝を超

える深さがある。覆土は３層に分けている。上層は１～５㎜の黒色・黄色スコリアを多量に含む黒褐色土、

中層は１～５㎜の黒色スコリアを多量に含み黄色スコリアを含む褐灰色土と明黄褐色土との斑土、下層

は５㎜の黄色スコリアを多量に含む灰色砂質土である。土坑の北半部からは土器片が出土している。土

を占める。

　SF09（第 11 図）　C-2 グ

リッドで検出した長楕円形

の土坑である。長さは４

ｍを超えている。断面形

は逆台形状で深く掘り込

まれている。土坑の東西

には SF08 や SF17、南側に

は SF13 が隣接する。北側

には SP02 がある。覆土は

３層に分かれる。上層は１

～５㎜の黒色・黄色スコリ

アを多量に含む黒褐色土、

中層は同じく黒色と黄色の

スコリアを含む灰色砂質土

と明黄褐色土、下層は黒色

と黄色のスコリアを含む灰

色砂質土である。SF09 で

は土器片が多く出土してい

る。土器は土師器の甕破片

が多く出土したが、このう

ち３点を図化し、第 18 図

１～３へ掲載した。

　SF10 （第 11 図）　C-2 グ

リッドで検出した。試掘・

確認調査時に見つかってい

第 13図　SF17・18 実測図　
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器は上層の黒褐色土より土師器の甕などの小片が出ている。

　SF14（第 12図）　C-2 グリッドで検出した。南端は SF08 と接している。切り合い関係でいえば SF14

のほうが古い時期の遺構である。断面形は浅い逆台形状をしている。覆土は上層が灰黄褐色土（１～５

㎜の黒色・黄色スコリアを多量に含む）、下層が黄灰色土（５㎜の黒色スコリアを多く含み、１㎜以下

の黄色スコリアを含む）である。

　SF15（第 12図）　B-3 グリッドで検出した。調査区の東寄りで、近くには SF23 や SF21 があり、東西

方向に掘削された土坑のひとつである。長楕円形で断面は浅い逆台形状に掘削されている。覆土は１～

５㎜の黒色スコリアと黄色スコリアを多量に含む黒褐色土である。遺物は出土していない。

　SF16 （第 12 図）　C-1 グリッドで検出した。SD02 の中央付近を切っている。明らかに SD02 よりは新

しい時期の遺構である。断面形はやや歪な逆台形状で、覆土は１～５㎜の黒色スコリアと黄色スコリア

を多量に含む黒褐色土である。東隣には SF05 がある。

　SF17（第 13 図）　C-3 グリッド、調査区の北東で検出した。西隣りには SF09 、東隣りには SF18 と

東西方向の土坑が位置する。SF17 もこの関連であろう。断面形は逆台形状に深く掘削されている。覆

土は最上層が鉄分を含む黒褐色土、途中褐灰色土と明黄褐色土との斑土を挟み、下層は灰色砂質土（１

～５㎜の黒色スコリアを多量に含み１～５㎜の黄色スコリアを含む）である。上層では土器が複数点出

土した。土器は土師器の甕や坏で、このうち２点を図化し第 18図４～５に図示した。

　SF18（第 13図）　C-3・4グリッドで検出した土坑である。SF17 の東隣に位置する。長楕円形で逆台

第 14図　SF19・20・21 実測図　
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形状の深い掘り込みを持つ。覆土は４層に分かれている。主には上層の黒褐色土（１～５㎜の黒色スコ

リアと黄色スコリアを多量に含む）、中層の明黄褐色土、下層はスコリア層と粘質土である。このうち

２層から４点の土師器片が出土している。

　SF19（第 14 図）　C-4 グリッドで検出した。調査区の東壁に掛かる位置である。北側には SF18、南

側には SF20 ・22 が隣接する。東側は調査区外のため遺構の全容は不明である。土坑の掘形はほぼ長方

形に近く深い。覆土は１～５㎜の黒色・黄色スコリアを多量に含む黒褐色土である。また覆土内に土器

片が含まれている。土器は土師器の甕片である。

　SF20（第 14図）　C-3・4グリッドで検出した。東側は調査区外の東壁に掛かっている。北側は SF19、

南側は SF22 などと並行している。掘削断面は長方形に深く掘られ、堆積土は３層に分かれている。覆

土は上層が１～５㎜の黒色・黄色スコリアを多量に含む黒褐色土、下層は褐灰色土と明黄褐色土との斑

土である。覆土より土器片が数点出土している（第 18図６）。

　SF21（第 14図）　C-3グリッドで検出した。SF22 の西に位置し、平行している。南側には SF23 がある。

土坑は逆台形状に掘り込まれている。覆土は１～５㎜の黒色・黄色スコリアを多量に含む黒褐色土と黄

褐色土との斑土である。

第 15図　SF22・23・24 実測図　
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　SF22（第 15図）　C-3・4グリッドで検出した。SF21 と並行し、北側には SF20、南側には SF23 がある。

東側は調査区外に出ているため詳細は不明である。掘削された掘り込みはほぼ長方形で深い。覆土は３

層に分層されている。最上層は１～５㎜の黒色・黄色スコリアを多量に含むにぶい黄褐色砂質土、中層

は１～５㎜の黒色スコリアを多量に含み、同形の黄色スコリアを含む明黄褐色砂質土、下層は１～５㎜

の黒色スコリアを多量に含む黒褐色土である。覆土より土器片が出土している。

　SF23（第 15図）　B・C-3 グリッドで検出した。北側には SF22 が位置する。南側には SP01 が接する。

掘形はほぼ長方形に掘り込まれている。覆土は４層である。１層はにぶい褐灰色砂質土と褐灰色土との

斑土、２層目は褐灰色土、３層は黒色スコリア、４層は褐灰色土である。いずれにも黒色スコリアは多

く含まれている。

　SF24（第 15図）　C-3 グリッドで検出した。SF13 とは北側で接する。SF17 ～ 23 と並行する東西方向

の一連の土坑である。やや歪な長楕円形をしている。掘削断面は浅い台形状の掘形をしている。覆土は

１～５㎜の黒色・黄色スコリアを多量に含む黒褐色土でしまりがある。遺物は出土していない。

　SF25（第 16図）　B-3・4グリッドで検出した。SF26 と並行する。東側は調査区外へ出ているため全

体形はわからない。掘形は方形に近く、覆土は２層ある。上層は１～５㎜の黒色スコリアを多量に含み

黄色スコリアを含む黄褐色砂質土、下層は１～５㎜の黄色スコリアを含む暗灰色土である。

　SF26（第 16図）　B-3・4グリッドで検出した。SF25 と並行する。東側は調査区外へ出ているため全

体形はわからない。掘形は方形に近く、SF25 よりも深い。覆土は２層ある。上層は１～５㎜の黒色ス

コリアを多量に含み黄色スコリアを含む黄褐色砂質土、下層は１～５㎜の黄色スコリアを含む暗灰色土

第 16図　SF25・26・27・28 実測図　
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遺構名 グリッド
長さ

(ｍ )

幅

(ｍ )

深さ

(ｍ )
備考

SP01 B-3 0.45 0.44 0.32

SP02 C-2 0.54 0.43 0.13

SD01 C-1 - - -

SD02 C-0/D-1 9.14 0.77 0.26

SD03 B-0/C-0・1 6.47 0.80 0.13

SF01 C-1 - 0.64 0.53

SF02 C-1 - - -

SF03 C-1 1.35 0.71 0.24

SF04 B-1 1.19 0.56 0.09

SF05 C-1 3.86 1.05 0.58

SF06 C-1・2 3.13 0.76 0.40 

SF07 B・C-2 (3.26) 0.69 0.25

SF08 C-2 3.47 0.81 0.62

SF09 C-2 4.25 1.10 0.74 土師器 (第 18 図 1 ～ 3)

SF10 C-2 3.66 1.07 0.76

SF11 B-2 (1.15) 0.83 0.43

SF12 B-2 2.99 0.83 0.46

SF13 C-2・3 4.96 0.87 0.81

遺構名 グリッド
長さ

(ｍ )

幅

(ｍ )

深さ

(ｍ )
備考

SF14 C-2 (4.11) 0.71 0.31

SF15 B-3 3.12 0.61 0.19

SF16 C-1 4.16 0.94 0.78

SF17 C-3 3.81 0.94 0.78 土師器 (第 18 図 4 ～ 5)

SF18 C-3・4 4.14 1.12 0.85

SF19 C-4 (1.74) 0.87 0.87

SF20 C-3・4 (4.27) 0.97 0.76 土師器 (第 18 図 6)

SF21 C-3 2.64 0.61 0.40 

SF22 C-3・4 (4.31) 0.83 0.78

SF23 B・C-3 4.06 0.70 0.33

SF24 C-3 2.38 0.71 0.25

SF25 B-3・4 (2.54) 0.60 0.30 

SF26 B-3・4 (2.77) 0.58 0.51

SF27 A-3 (3.37) 0.49 0.38

SF28 A・B-1 3.58 0.83 0.38

SF29 B-2 4.44 0.57 0.41

SF30 A-2 5.35 0.92 0.66

SF31 A-1 - 0.62 0.37

第 17図　SF29・30・31 実測図　

第２表　遺構観察表
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である。

　SF27（第 16図）　A-3 グリッドで検出した。他の土坑とは離れて、単独、調査区の南東端に位置する。

土坑は南北方向で、北東側は調査区外へ出ている。掘形は方形に近く、覆土は３層に分けている。上層

は１～５㎜の黄色スコリアを多量に含むにぶい黄褐色砂質土、中層は同じく黄色スコリアを含む黄褐色

土、下層は 1㎜以下の黄色スコリアを含む灰色土である。

　SF28（第 16図）　A・B-1 グリッドで検出した。調査区の南西側に近い位置にある。南北方向の土坑で、

長楕円形を呈する。掘形は長方形に近く、覆土は２層に分けられる。上層は１～５㎜の黄色スコリアを

多量に含む明黄褐色土、下層は同じスコリアを含む褐灰色土である。遺物は出土していない。

　SF29（第 17 図）　B-2 グリッドで検出した。調査区の南側に位置する東西方向の土坑で SF30 と並行

している。長さは４ｍを超える。掘形の断面は長方形で、覆土は３層に分かれる。上層は１～５㎜の黒

色・黄色スコリアを多量に含む明褐色砂質土、中層は１～５㎜の黒色スコリアを多量に含み１～５㎜の

黄色スコリアを含む明黄褐色土と褐灰色土との斑土、下層は１～５㎜の黒色スコリアを含む褐灰色土で

ある。

　SF30（第 17 図）　A-2 グリッドで検出した。SF29 と並行する。５ｍを超える長さがあり、東側がや

や膨らんだ形をしている。掘形は長方形で深い。２層に分けられている。上層は１～５㎜の黒色・黄色

スコリアを多量に含む明褐色砂質土、下層は１～５㎜の黒色スコリアを多量に含み１～５㎜の黄色スコ

リアを含む明黄褐色土と褐灰色土との斑土である。

　SF31（第 17図）　A-1 グリッドで検出した。南壁際に掛かる位置である。南側の一部は調査区外へ出

ていることから全体形は不明である。掘形は歪な方形で、覆土は２層に分けられている。上層は１～５

㎜の黒色・黄色スコリアを多量に含む黒褐色土、下層は１～５㎜の黒色スコリアを多量に含み１～５㎜

の黄色スコリアを含む明黄褐色土と褐灰色土との斑土である。遺物は特に出土していない。

第２節　遺物

　アラク遺跡より出土した遺物は土師器と近世陶磁器等である。土器はプラスティックコンテナ１箱分

である。土器以外の遺物は軽石が１点出土している。これらは平成 25年度に行った試掘・確認調査の

際に出土したものもすべて含んでいる。遺物は遺構より出土したものと包含層より出土したものとに分

かれる。

１　遺構出土遺物　

　土坑より出土した遺物は第 18図１～６である。１～３は土坑 SF09 覆土より出土した。４・５は土坑

SF17 の覆土より出土し、６は土坑 SF20 より出土した。

　18- １・２は土師器である。18- １は甕の口縁部破片である。復元口径は 18cm ほどで、内面の体部

にはナデと板ナデによる調整があり、口縁にはヨコナデがされている。18- ２も甕の口縁部片である。

復元口径が１と同じ 18cm であることから、同一個体の可能性もある。表面には煤が付着している。口

縁部は厚みがあり、頸部と体部との継ぎ目は「くの字」に近い屈曲がある。３は甕または壷の肩部に近

い位置の破片であろう。小片のため径は出ない。外面には「○」の記号状の墨書が見える。

　18- ４・５は SF17 の覆土より見つかっている。18- ４は土師器の甕で口縁部片である。復元口径は

17.2cm ほどで断面形は「くの字」状に屈曲している。18- ５は土師器の坏であろう。口径は 13cm ほど

に復元できる。御殿場市域ではよく見られるにぶい橙色の色調の坏だが、年代は古墳時代から古代であ
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ろう。

　18- ６は SF20 の覆土より出土した甕の口縁部である。復元口径は 13.8cm を測る。外面には煤が付着

している。18- １～４と同じタイプのものであろう。

　そのほか SF09、SF13、SF17、SF18、SF19、SF20、SF22 の覆土内より土器が出土している。いずれも

小片のため図化できない。

２　包含層出土遺物

　包含層より出土した遺物は第 19図にまとめた。７～９は土師器、10～ 12 は国産陶磁器である。

　19- ７は甕の口縁部片で、復元口径は 20cm 程になる。内面にはヨコナデがある。口縁部は外側に大

きく開き、口唇部がやや内側に入る。19- ８も甕の口縁部片である。厚みがあり頸部の立ち上がりも短

い。口径は 14.4cm 程に復元できる。外面にはヨコハケによる調整がある。19- ９は甕の底部片である。

平底で、底径は 7.2cm である。内外面にはナデやハケによる調整痕が見られる。

　19-10 は碗の口縁～体部片である。復元口径は 10.2cm と小振りの碗である。外面には青灰色の染付

けがある。染付けの文様は植物柄であろうか。19-11も碗の破片である。口縁部と高台部が欠けている。

外面には青灰色の染付けが施されているが、文様の種類は不明である。19-12 は蕎麦猪口のような器種

であろう。復元口径は 7.4cm、内面は明オリーブ灰色、外面には口縁に近いところに斜め格子の文様が

染付けされる。

　19-13 は試掘確認調査時に TP14 より出土した軽石である。重さは 85.2 ｇである。はっきりとした人

為的な痕跡は認められないが、堆積土内に自然に入っている石材ではなく、明らかに人の手によって当

地へ持ち込まれたものである。

第 18図　遺構出土遺物実測図
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挿図
№

図版
№

グリッド
遺構
層位

遺物名
口径 
( ㎝ )

底径 
( ㎝ )

器高 
( ㎝ )

残存率 
(%)

色調 成形・調整 備考

1 4 C-2 SF09 土師器　甕 (18.0) － (4.5)
口縁部 
15

内：にぶい橙色 7.5YR 6/4 
外：にぶい褐色 7.5YR 6/3

ヨコナデ・ナデ・板ナデ

2 4 C-2 SF09 土師器　甕 (18.0) － (4.3)
口縁部 
20

内：にぶい橙色 7.5YR 6/4 
外：にぶい褐色 7.5YR 5/4

ヨコナデ・ナデ・板ナデ 煤付着

3 4 C-2 SF09 土師器　壷？ － － (3.2)
内：にぶい橙色 7.5YR 6/4 
外：にぶい褐色 7.5YR 5/3

ヨコナデ・ナデ・板ナデ 墨書「○ヵ」

4 4 C-3 SF17 土師器　甕 (17.2) － (4.4)
内：橙色 2.5YR 6/6 

外：にぶい赤褐色 5YR 5/4
ヨコナデ・ナデ

5 4 C-3 SF17 土師器　坏 (13.0) － (2.6)
口縁部 
10

内：灰黄橙色 10YR 4/2 
外：黒褐色 10YR 3/1

ナデ・ミガキ？

6 4 C-4 SF20 土師器　甕 (13.8) － (3.0)
口縁部 
15

内：にぶい黄橙色 10YR 7/4 
外：にぶい橙色 7.5YR 6/4

ナデ 煤付着

7 4 包含層 土師器　甕 (20.0) － (3.0)
口縁部 

7
内：にぶい黄橙色 10YR 7/3 
外：にぶい黄橙色 10YR 7/4

ナデ・ハケ

8 4 包含層 土師器　甕 (14.4) － (3.8)
口縁部 
15

内：橙色 5YR 6/6 
外：明赤褐色 5YR 5/6

ヨコナデ・ナデ

9 5 包含層 土師器　甕 － (7.2) (2.8)
底部 
15

内：にぶい褐色 7.5YR 5/4 
外：にぶい赤褐色 5YR 5/4

ナデ・ハケ

10 5 包含層 磁器　碗 (10.2) － (3.4)
口縁部 
15

明オリーブ灰色 2.5GY 7/1 回転ナデ
染付：青灰色
10BG 5/1

11 5 包含層 磁器　碗 － － (2.7)
底部 
25

灰白色 2.5GY 8/1 回転ナデ
染付：青灰色
10BG 6/1

12 5 包含層 磁器　碗 (7.4) － (4.0)
口縁部 
20

内：明オリーブ灰色 2.5GY 7/1 
外：オリーブ灰色 10Y 6/2

回転ナデ
染付：緑灰色
10GY 6/1

13 5 TP14 軽石 長 :5.9 幅 :5.4 － 100 － － 重さ :85.2g

※口径・底径欄の（　）内は推定値、器高欄の（　）内は残存値を表す

第 19図　包含層出土遺物実測図

第３表　遺物観察表
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第１節　宝永テフラとアラク遺跡

第４章　まとめ

第１節　宝永テフラとアラク遺跡

　アラク遺跡が所在する茱萸沢地区では 50㎝～１ｍの宝永テフラの降砂量が想定されている（小山町

1998）。当遺跡では見た目に明確な宝永テフラが見られない。そのため科学分析によりテフラの検出と

重鉱物組成を試みた。結果は第５章にあるとおり、TP １～３のⅢ層・Ⅳ層・Ⅴ層では宝永の噴火によ

る降下堆積層ではないという結論に至った。一方、土坑 SF06 の覆土３層から採取されたスコリアは宝

永スコリアの特徴とも一致する。土坑群の構築は宝永の噴出よりも後という結果となった。よって当地

は近世以降の田畑耕作によってすでに攪拌を受けている（Ⅰ・Ⅱ層）。

第２節　アラク遺跡の土坑について

　アラク遺跡の本調査の結果、土坑 31基、溝状遺構３基、小穴２基が検出された。土坑の大半は長大

な土坑である。遺物の出土した土坑は土師器と近世陶磁器が混在して出土するものが多く、土坑は、前

項の分析結果が示すとおり、近世以降の年代に属するものであろう。遺物の出土がなかった土坑も、覆

土から考えて、同様の時期のものが大半を占めるであろう。溝状遺構と小穴からは遺物の出土はないが、

覆土から見て新しい（近世以降）と考えられる。なお、小穴は建物の柱穴かどうかは不明である。

　遺物は遺構の内外より出土している。古墳時代以降と思われる土師器片が数点出土しているが、その

時期に明確に比定される遺構は今回の調査では見つからなかった。本遺跡に極めて近い位置に大正時代

に古墳時代後期の土師器が採集された、周知の埋蔵文化財包蔵地である中尾遺跡が存在する。中尾遺跡

の正確な箇所や広がりは、開発に伴う発掘調査が行われていないため不明な点が多い。今回の調査地点

が中尾遺跡の隣接遺跡か、中尾遺跡と

つながる遺跡であった可能性は高い。

　今回の調査では、明確な宝永スコリ

ア層は検出されていない。ただし、遺

構の覆土中には見た目に宝永スコリア

と思われるスコリア粒子を含んでいる

ものも存在する。しかし神奈川県山北

村等の遺跡から検出された土坑のよう

に、宝永スコリアで充満するものはな

い。したがって今回の長大な土坑は、

宝永スコリアの除去を直接の目的とす

るものではなく、農地で一般的に行わ

れる通常の天地返し痕と見るのが妥当

である。同様な土坑は新東名№４地点

の立道遺跡でも見つかっている。

第 20図　御殿場の地形区分図
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　以上のように、人間の居住に直接関係すると思われる遺構はほとんど無く、遺物も少ない。したがっ

て今回の調査地点は集落等の遺跡の可能性は低く、農耕関連の遺跡と捉えるのが妥当であろう。
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第１節　アラク遺跡におけるテフラ分析

第５章　自然科学分析

第１節　アラク遺跡におけるテフラ分析

パリノ・サーヴェイ株式会社

１　はじめに

御殿場市に所在するアラク遺跡 (静岡県御殿場市に所在 )は、富士山東麓斜面の末端付近に相当する

緩斜面上に位置し、土坑、溝状遺構、小穴などが確認されている。この付近の緩斜面は、約 2900 年前

に発生した富士山の山体崩壊による堆積物である御殿場岩屑なだれ堆積物とその二次堆積物である御殿

場泥流堆積物により構成されている (宮地 2011)。発掘調査では、近世以降とされる土坑や溝などの遺

構が検出されている。

本報告では、調査区内で認められた火山砕屑物とされる堆積物を対象として分析を行い、その特性を

とらえることにより、既知の火山噴出物 (テフラ )との対比を行い、調査区における対比指標に係る資

料を作成する。

２　試料

試料は、調査区壁面に設定された３箇所（TP １～３）より採取された土壌混じりの堆積物８点であ

る。試料には、№１～８までの番号が付されている。各試料の採取された地点、層位、所見などは、第

第 21図　試料採取位置および調査地点の模式土層柱状図・断面図
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No. 地点 土層名 土層注記

スコリア 火山ガラス 軽石

量 色調・発泡度
最大 

粒径
量 量

1 土層ピット③ Ⅲ層 宝永上赤色スコリア ＋＋＋＋ DG･sb(pl),GBr･sg(pl) 11.0 － －

2 土層ピット③ Ⅳ層 宝永？ ＋＋＋＋ DG･sg>DG･b>>R･sg 21.0 － －

3 土層ピット② Ⅴ層 宝永？下赤褐色層 ＋＋＋＋ DG･b,DBrG･sg(pl) 13.0 － －

4 土層ピット② Ⅵ層 褐灰色スコリア層 ＋＋＋＋ DG･sg 20.0 － －

5 土層ピット① Ⅳ層 宝永？ ＋＋＋＋ DG･sg>DG･sb 20.0 － －

6 土層ピット① Ⅵ層 スコリア層 ＋＋＋＋ DG･sg 40.0 － －

7 土層ピット① Ⅷ層 礫混じり黒色土 ＋＋＋＋ DG･sb,DG･b>>R･sb 23.0 － －

8
SF06 土層 

断面覆土中
3層

火山灰？ 

青灰色スコリア層
＋＋＋＋ B･b,DG･b 25.0 － －

凡例　－ :含まれない．(+): きわめて微量．＋ :微量．＋＋ :少量．＋＋＋ :中量．＋＋＋＋ :多量．

　  　B: 黒色．DG: 暗灰色．DBrG: 暗褐灰色．GBr: 灰褐色．R: 赤色．

　　  g: 良好．sg: やや良好．sb: やや不良．b: 不良．(pl): 斜長石斑晶包有．最大粒径は mm．

21 図および分析結果を呈示した第４表に併記する。試料の外見は、いずれも径 10㎜前後の発泡したス

コリアであり、富士火山の噴出物であると判断される。

３　分析方法

（１）テフラの検出同定

試料約 20ｇを蒸発皿に取り、水を加え泥水にした状態で超音波洗浄装置により粒子を分散し、上澄

みを流し去る。この操作を繰り返すことにより得られた砂分を乾燥させた後、実体顕微鏡下にて観察す

る。観察は、テフラの本質物質であるスコリア・火山ガラス・軽石を対象とし、その特徴や含有量の多

少を定性的に調べる。火山ガラスについては、その形態によりバブル型と中間型、軽石型に分類する。

各型の形態は、バブル型は薄手平板状あるいは泡のつぎ目をなす部分であるＹ字状の高まりを持つもの、

中間型は表面に気泡の少ない厚手平板状あるいは塊状のもの、軽石型は表面に小気泡を非常に多く持つ

塊状および気泡の長く延びた繊維束状のものとする。

（２）重軽鉱物分析

試料約 40 ｇに水を加え超音波洗浄装置により分散、250 メッシュの分析篩を用いて水洗し、粒径

1/16 ㎜以下の粒子を除去する。乾燥の後、篩別し、得られた粒径 1/4 ㎜～ 1/8 ㎜の砂分をポリタング

ステン酸ナトリウム (比重約 2.96 に調整 )により重液分離、重鉱物と軽鉱物を偏光顕微鏡下にてそれ

ぞれ 250 粒に達するまで同定する。重鉱物同定の際、不透明な粒については、斜め上方からの落射光下

で黒色金属光沢を呈するもののみを「不透明鉱物」とする。「不透明鉱物」以外の不透明粒および変質

等で同定の不可能な粒子は「その他」とする。軽鉱物の同定については、石英と長石および火山ガラス

やスコリアなどの火山砕屑物を区別し、重鉱物と同様に変質等で同定の不可能な粒子は「その他」とした。

４　結果

(1) テフラの検出同定

結果を第４表に示す。いずれの試料も多量のスコリアが確認され、火山ガラスおよび軽石は全く検出

されなかった。以下に各試料のスコリアの特徴を述べる。

№１　最大径は約 11.0 ㎜、暗灰色を呈し、発泡やや不良のスコリアと灰褐色を呈し、発泡やや良好

のスコリアとが混在する。いずれのスコリアも斜長石の斑晶を包有する。

第４表　テフラ分析結果一覧表
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№２　最大径は約 21.0 ㎜、暗灰色を呈し、発泡やや良好のスコリアが比較的多く、これに暗灰色で

発泡不良のスコリアが混在し、さらに赤色を呈し、発泡やや良好のスコリアが極めて微量含まれる。

　№３　 最大径は約 13.0 ㎜、暗灰色を呈し、発泡不良のスコリアと暗褐灰色を呈し、発泡やや良好の

スコリアとが混在する。暗褐灰色のスコリアは斜長石の斑晶を包有する。

　№４　最大径は約 20.0 ㎜、暗灰色を呈し、発泡やや良好のスコリアからなる。

　№５　最大径は約 20.0 ㎜、暗灰色を呈し、発泡やや良好のスコリアが多く、これに暗灰色で発泡や

や不良のスコリアが混在する。

　№６　最大径は約 40.0 ㎜、暗灰色を呈し、発泡やや良好のスコリアからなる。

　№７　最大径は約 23.0 ㎜、暗灰色を呈し、発泡やや不良のスコリアと暗灰色で発泡不良のスコリア

が混在し、さらに赤色を呈し、発泡やや不良のスコリアが極めて微量含まれる。

　№８　最大径は約 25.0 ㎜、黒色を呈し、発泡不良のスコリアと暗灰色で発泡不良のスコリアとが混

在する。いずれのスコリアも外見は角礫状を呈する。

（２）重軽鉱物組成

結果を第５表、第 22図に示す。重鉱物組成については、№２と５および８以外の５点は、カンラン

石がほとんどであり、微量の斜方輝石と単斜輝石および不透明鉱物を伴うという組成である。№２と№

５は、カンラン石が多いことは上記試料と同様であるが、斜方輝石の量比が 10～ 20％あり、単斜輝石

の量比も数％あることで、他の試料とは異なる組成であるといえる。№８は、「その他」とした変質粒

が多く、65％程度を占め、カンラン石は 35％程度である。微量の両輝石と不透明鉱物も伴う。

軽鉱物組成は、№８以外の７点は多量のスコリアと少量の長石からなる。それらの中で、№１と№３

は、長石の量比が若干高い。№８は、スコリアと同量程度に変質粒が多く、少量の長石も含む組成である。

５　考察

№２と№５がそれぞれ採取された層位はⅣ層とされ、発掘調査所見では宝永スコリア（F-Ho）の降

下堆積層である可能性があるとされた。№２と№５は共通した重鉱物組成を示すことから、特定のテフ

ラの降下堆積層である可能性はあると考えられる。しかし、F-Ho のスコリアの特徴は、発泡不良のス

コリアを主体とすることであり、また噴出の始めの段階では灰白色の軽石を噴出しているとされている

（宮地 1984 など )。№２のスコリアも№５のスコリアも、主体は発泡のやや良好なスコリアで、試料中

に軽石が全く認められなかったことも考慮すると F-Ho に対比される可能性は低い。さらに TP３では、

F-Ho の可能性があるとされたⅣ層よりも上位のⅢ層から採取された№１も多量のスコリアが確認され

No.
カンラン

石
斜方輝石 単斜輝石

不透明

鉱物
その他 合計

バブル型

火山ガラス

中間型

火山ガラス

軽石型

火山ガラス
石英 長石 スコリア その他 合計

1 229 5 7 3 6 250 0 0 0 0 39 186 25 250

2 156 30 11 2 51 250 0 0 0 0 15 226 9 250

3 214 4 2 2 28 250 0 0 0 0 61 187 2 250

4 148 2 2 0 7 159 0 0 0 0 7 241 2 250

5 124 49 12 4 61 250 0 0 0 0 9 241 0 250

6 205 4 1 2 38 250 0 0 0 0 25 224 1 250

7 152 4 8 3 83 250 0 0 0 0 30 218 2 250

8 84 1 2 3 160 250 0 0 0 0 14 103 133 250

第５表　重軽鉱物分析結果一覧表
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ているが、富士山では F-Ho の噴火以降にスコリアを広域に噴出するような噴火は知られていない（宮

地 2011）。また、Ⅲ層のスコリアは、その粒径からみて富士山以外の火山から飛来した可能性もない。

これらのことからも、Ⅳ層が F-Ho の降下堆積層である可能性はほとんどないといえる。また、Ⅲ層の

スコリア自体も、その特徴 (特に斜長石斑晶を多く包有することなど )から F-Ho に相当する可能性は

低い。

今回の分析における№１～７までの試料が採取されたⅢ層以深に認められたスコリアは、いずれも

F-Ho の噴火より以前に富士山より噴出した新期富士テフラに由来すると考えられる。おそらくは、後

代の撹乱・削剥の影響を受けている可能性が高い。新期富士テフラは、上杉 (1990) による記載では、

約１万年前の富士黒土層中の S-0 から宝永スコリアの S-25 まで記載されており、さらにこの中のテフ

ラによっては、細分されているものもあることから、50 枚近くのテフラにより構成されている。その

中で、古墳時代以降のテフラだけをみても 10枚以上のテフラが記載されており（上杉 1990、山元ほか

2005、宮地 2011 など）、各層の詳細な年代資料のない現時点では、各層のスコリア質テフラを個々の

新期富士テフラに対比させることは難しい。

これに対し、SF06 土坑の覆土３層から採取された№８のスコリアは、角礫状の発泡不良のスコリア

からなり、この特徴は F-Ho の特徴とも一致する。覆土断面の状況から、土坑壁の部分的な崩壊により

土坑内に堆積した状況が推定される。おそらく土坑壁を構成している土層中に F-Ho が含まれていたと

考えられる。その場合、土坑の構築は F-Ho の噴出より後ということになる。

引用文献

宮地直道　1984　富士火山 1707 年火砕物の降下に及ぼした風の影響 .火山 ,29,17-30.

宮地直道　2011　過去 1万 1000 年間の富士火山の噴火史と噴出率 ,噴火規模の推移 .

荒牧重雄・藤井敏嗣・中田節也・宮地直道編　富士火山 ,日本火山学会 ,79-95.

上杉　陽　1990　富士火山東方地域のテフラ標準柱状図－その１:S-25 ～ Y-114 － .関東の四紀 ,16,3-28.

山元孝広・高田　亮・石塚吉浩・中野　俊　2005　放射性炭素年代測定による富士火山噴出物の再編年 .火山 ,50,53-70.

第 22図　重軽鉱物組成図
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写真５　スコリア１　
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写真６　スコリア２
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写真７　重軽鉱物



１．遺跡遠景（東から）

２．遺跡全景

図版１
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検出遺構１

図版２
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出土遺物２

図版５
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ふりがな

所収遺跡名

ふりがな

所在地

コード

北緯 東経 発掘期間 発掘面積　㎡ 発掘原因

市町 遺跡番号

アラク遺跡

静
しずおかけん

岡県

御
ご て ん ば し ぐ み ざ わ

殿場市茱萸沢

字アラク 901 番地

22215 35° 18’35” 138° 55’06”

20131007 ～ 20131031

（№５地点試掘確認調査）

20140620 ～ 20140903

（本調査）

727.56

（№５地点

試掘確認調査）

720

（本調査）

記録保存調査

（道路建設）

所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

アラク遺跡

散布地？ 古代～鎌倉？ 土師器片

散布地

田畑？
近世～近代？ 土坑 31　溝３　小穴２ 国産陶磁器（肥前）、軽石

要約

　アラク遺跡は標高 495 ｍの東に下る緩やかな斜面の西端部に立地する。遺跡の立地する地域は、約 2,900 年前に発生した御

殿場岩屑なだれによる堆積物と、それに後続する第四紀古富士泥流層の扇状地堆積物（御殿場泥流層）に覆われており、そ

れが遺跡の基盤層を形成している。発掘調査前の当地の用途は水田であった。2013 年の試掘確認調査では、５箇所の試掘確

認調査坑を設定し調査した。その結果に基づき、遺構が集中していると想定された地点で、2014 年に本発掘調査を実施した。

アラク遺跡の本調査で検出した遺構は、土坑が 31 基、溝状遺構３基、小穴２基である。土坑の多くは、隅丸長方形か、また

は長楕円形の平面形状を有する大型の土坑である。遺物が出土した土坑は土師器と近世土器が混在して出土したものが多く、

近世以降の遺構であろうと考えられる。遺物が出土しなかった土坑も覆土からみて近世以降のものであろう。溝状遺構と小

穴からは遺物は出土しなかったが、覆土からみて近世以降のものである。ただし、小穴は建物の柱穴かどうかは不明である。

今回の長大な土坑群は、宝永スコリアの除去を直接の目的とするものではなく、農地で一般的に行われる通常の天地返し痕

であろう。人間の居住に直接関係すると思われる遺構はほとんど無く、遺物も少ない。したがって今回の調査地点は集落等

の遺跡の可能性は低く、農耕関連の遺跡と捉えるのが妥当である。
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